
☆　職場の課題解決のため「５つのアクションプラン」で活動しました

プラン１：委員会を毎月開催し、広報活動を通じてWLB推進活動の組織内共有を進めました

　いわてリハビリテーションセンターは、岩手県看護協会の支援を受けながら、2019年

～2021年の3年間、医療従事者のワークライフ・バランス推進事業に参加し勤務環境改

善に取り組みました

当院の

ミッション

　高度で先進的なリハビリテーション医療を追求し、患者さんとともに

障害の克服という「治癒」を目指すことにより、地域社会の保健・医療・

福祉の向上に貢献します

活動の

ビジョン

・組織への信頼と働き方の満足度を向上させ、働き続けたい人を増やす

・勤務環境を改善し、高度なリハビリテーション医療に携わる人材育成を

支援するとともに、職員を大切にする



プラン2：労働時間管理について、職員の意識改善のための取り組みを継続しました

　　・残業要因の検討、残業時間の見える化を行い、タスクシフト、業務改善を行いました

プラン３：計画的な休暇取得のため、取り組みました

　　・自分の有給休暇日数がわかるように、勤怠管理システムの活用について周知しました

プラン４：就業規定の組織内共有に取り組みました

　　・数多い規定の中で要望の多かった休暇について「休暇一覧表」を作成しました

　　・短時間の説明会を開催したり、広報に記事として掲載し周知を図りました

プラン5：腰痛・肩こり予防のために取り組みました

　　・当院の地域支援事業でもある「シルバーリハビリ体操」を、YOUTUBEで配信しました。

　　・医療勤務環境改善支援事業の補助金を申請し、床走行式リフトやマッスルスーツを

　　　導入し、車いす移乗時や入浴業務などで活用しています

☆3年間の活動を通して

　1年目の活動により部署間の相互理解が深まり、改善活動の成果を示す事ができました。

　職員のニーズに即した広報によりWLB活動が浸透し、職員からの改善提案が聞かれたり、

　職員評価制度の創設につながりました。

　2年目は、補助金を活用した腰痛対策を強化しました。

麻痺が重度かつ体重の重い方の移

乗に使用しました。介助する側・

される側も安心かつ楽でした。

病棟では入浴の介助の際に

着用し、腰への負担が減っ

たことを実感しました。



☆3年間の活動に対し、表彰状とナースそばっちをいただきました

　

☆専門性の高い職種が、やりがいをもって働き続けられるよう

今後も、活動を継続していく予定です！


